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文化を取り入れた総合的日本語教育を

ユビキタスに提供するIT利用について

森　山 新＊

1mはじめに

　今日のように人と人、社会と社会とが交わり、

それを通じて異なる文化と文化とが日常的に接

触する国際化時代においては、ことばの違いが

もたらす問題とともに、ことば以外の、文化、

社会、習慣の違いがもたらす問題が、人や国の

対立を引き起こす危険性すら秘めている。した

がって日本語教育においても、日本のことばそ

れ自体を教えること以上に、日本の社会・文

化・習慣を教える重要性が高まっている。

　このような理由から、今日、言語教育に文化

教育を取り込むという形で、日本語教育のあり

方が大きく変わりつつある、あるいは変わらな

ければならない時代を迎えているといってよい。

　これを文化をも包含した「総合的日本語教

育」ということばで表すとすれば、そのような

総合的日本語教育を実現するために、何が必要

であるかを検討する必要がある。2003年度に本

学で行われた「第5回国際日本学シンポジウ

ム」のパネルディスカッションにおいて、「日

本学との連携による総合的日本語教育の可能

性」が話し合われた理由もここにあった（森山

2004）。

　第5回国際日本学シンポジウムにおいて、李

は言語の「総合的教育」の「総合性」には、3

通りの意味があるとしている（李2004）。第一

に「言語4技能の総合化」であり、第二に統合

＊お茶の水女子大学留学生センター助教授

教科的現場体験学習として展開される「認知的

な総合化」、第三に関連領域を学際的に統合す

る「知的な総合化」である。このうち「総合的

日本語教育」の構築に必要なのは、「認知的総

合化」と「知的総合化」である。

　「知的総合化」は、日本語教育が「文化」を

取り込んだ横的拡大を必要とする。言いかえれ

ば日本語教育をして学際化へと向かわせ、日本

学との連携を不可欠なものとする。

　また佐々木は、一言で「文化」といっても、

そこには3通りの概念、すなわち「所産・知識

としての文化」、「相互作用に介在する文化」、「個

としての文化」があり、時代の流れの中で、文

化はその重視点を変え、「所産・知識としての

文化」から、「相互作用に介在する文化」へ、

さらには「個としての文化」を重視する方向へ

移動しているという（佐々木2004）。李の「認

知的総合化」は、取り込むべき「文化」を、「所

産・知識としての文化」から、「相互作用に介

在する文化」へ、さらには「個としての文化」

へと、その重視点を移動させることに役立つが、

日本語教育の認知的総合化のためには、実質的

な国際交流もさることながら、インターネット

を活用した仮想空間上での国際交流も有効な手

段と考えることができる。なぜならウェブ上の

仮想空間は、擬似的ではあるものの、人と人、

文化と文化の接触場面を創り出し、ユビキタス

で日常的な国際交流を現実のものとするからで

ある。このようなことから本稿では、インター

ネットを活用した総合的日本語教育の実現のた
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めの試みとして、ウェブ上の3次元仮想空間（3

D－MUD）を用いた日本語・異文化理解教育の実

践について報告し、その有効性や実用化に向け

て残された課題は何かについて考察する。

2．3D－MUDを用いた日本語・異文化理解

　　教育の実践

2．1　3D－MUDとは

　本稿で紹介するのは、平成15年度科学研究費

補助金の助成により行われた萌芽研究「3次元

仮想空間を利用した日本語教育システムの開発

と評価」（研究代表者：坂元章、研究分担者：

森山新他）の一環として、韓国・同徳女子大学

と日本・お茶の水女子大学の間で実施された日

本語・異文化理解教育の遠隔実験授業の実践報

告である。遠隔授業は2003年10月から2004年2

月まで、米国CRG（Created　Realities　Group）が

開発したシステム「VX　Interactive　Distributed

Learning　Client」（以下、　CRGシステムと表す）

を用いて行われた。

　前章で述べたように、ウェブ上の仮想空間は、

人と人、または文化と文化の擬似的な接触場面

を創出し、異文化理解教育において扱う「文化」

を「所産・知識としての文化」から、「相互作

用に介在する文化」へ、さらには「個としての

文化」へと向かわせることに役立つ。とりわけ

3D－MUDの活用は、以下に述べるように接触

場面の創出に効果的である。

　3D－MUDのMUD（Multi　User　Dungeon）と

は、複数の参加者が、コンピュータを介して、

われわれの現実の生活空間を模した疑似空間に

入り、そこで音声や文字チャットなどのシステ

ムによって他者と相互交流を行うものである。

3D－MUD（3次元MUD）はその中でも、疑似

空間が立体的（3次元的）に描かれているため

に、より現実性（リアリティ）の高いシステム

となっている。

　3D－MUDを活用したシステムには、　CRGシ

ステムのほかにも野村総合研究所が開発した、

3D－IESなどがある。本研究がCRGシステム

を用いた最大の理由は、本システムが他のシス

テムとは異なり、音声をコミュニケーション媒

体としている点にある（3D－IESをはじめ、CRG

システム以外の3D－MUDの多くは文字チャッ

トをコミュニケーションの媒体としている）。

音声によるコミュニケーションは、文字による

コミュニケーションに比べ、現実のコミュニ

ケーションに一歩近づいており、後述するよう

に異文化理解教育や外国語（日本語）教育のた

めに不可欠である（CRGシステムと3D－IES

の比較については森山他（2004）を参照）。

2．1．1　CRGシステムの紹介

　次に本研究で用いたCRGシステムについて

紹介する。このシステムは他の3D－MUD同様、

インターネットを利用した3次元仮想空間を設

定、参加者はその中にアバターとして参加し、

教室活動をはじめとした様々なコミュニケー

ション活動を行う。

　図2が本システムの仮想空間である。本シス

テムでは、大学のキャンパスを想定した空間が

設けられており、建物を入ると4つの教室があ

る。1つの教室には20名程度入ることができ、

相互に自由なコミュニケーションを行うことが

できる。別の部屋の参加者の声は聞こえないの

で、グループ活動のような場合には、教室を分

けることにより、同時に複数のタスクをこなす

ことも可能である。コミュニケーションの主た

る媒体は音声で、そのほか文字チャット、スラ

イドショーを使用することもできる。

2．1．2　CRGシステムの長所と短所

　（1）長所

①3D仮想空間内での音声による会話機能

　本システムの最大の長所は、前述のように、
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3D仮想空間内で音声による双方向コミュニ

ケーションが可能なことである。とりわけ外国

語教育では、音声が何よりも重要である。また

異文化理解教育でも、ディスカッションなどの

双方向型コミュニケーションが行われることが

多く、音声は重要である。特に参加者が外国人

である場合には、チャットによるコミュニケー

ションは文字入力が容易ではなく時間もかかる。

また音声を用いて現実のコミュニケーションに

一歩近づけることは、文化教育を「所産・知識」

から「相互作用」、さらに「個」へと向かわせ

るために必要不可欠の要素でもある。その意味

から音声を主たる媒体とした本システムは外国

語教育や異文化理解教育に威力を発揮する。

②テキスト・イメージなどの視覚情報の配信

　外国語教育や異文化理解教育の授業ではやは

り板書が必要なことが多い。本システムは図2

（d）のように3D空間内に、パワーポイントで

作成したテキスト・イメージ情報をスライドと

して配信することができる。

　（2）短所

①チャット機能

　本システムにはチャット機能がついており、

英語を媒体とした文字チャットが可能である。

しかし日本語によるチャットができず、その点

日本語教育ではチャットが用いにくい。

②アバターの表現機能

　外国語教育は言語によるコミュニケーション

が重要であるが、表情、ジェスチャーなどノン

バーバルな要素も重要である。しかしながら本

システムのアバターは、図2（c）（d）のように、

性別、顔かたち、表情が単一で個性がない（そ

れぞれのアバターがだれであるかは、アバター

　　　灘黛難i。’脚酬
　　　耀膿識畿“酬

、醸．、驚一

（a）外観

（c）3D空間内の授業風景

（b）教室

　　　　　　　　（d）スライドショー

図2　CRGシステムの仮想空間
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の上に示される名前で区別する）。また前後左

右の移動は可能なものの、感情表現や動作がで

きず、コミュニケーションにノンバーバルな要

素を用いることができない。この点は実際のコ

ミュニケーションとの相違点として重大な問題

であり、今後解決が望まれる点である。

2．2　授業の概要

　授業は表1のように、日本語と異文化理解の

授業がそれぞれ3回ずつ行われた。

　日本語の授業は韓国人学生のみを対象に2003

年度秋に実施、毎週火曜日、6名ずつ2コマの

授業を実施した。クラスAの6名は自宅からア

クセス、クラスBの6名はマルチメディア室で

アクセスする学生と、自宅からアクセスする学

生とがいた。

　異文化理解の授業は、2004年春に実施、日本

側、韓国側の学生がそれぞれの大学からアクセ

スして授業を実施した。スタッフ・参加者は表

2の通りである。授業実施後、参加した学生に

はメールで授業に対する感想文をそれぞれの母

語で書いてもらった。感想文は毎回全員に求め

たが前半の日本語の授業では一部の学生が提出

しなかった。

2．3　参加学生の反応

　表3は遠隔教育に対する参加学生の毎回の反

応（感想文）をまとめたものである。右側の数

字は、感想を書いた学生の延べ人数を示してい

る。

2．3．1　日本語授業

　日本語の授業を見ると、3D－MUDの遠隔授

業のよかった点として、何よりも「ユビキタス

性」を挙げている。「ユビキタス」とは「いつ

どこでも参加可能」という意味である。2003年

に実施された日本語授業の場合、参加者のほと

んどは自宅や自宅付近のインターネットカフェ

（PC房）からの参加となった。学生たちにとっ

てはわざわざ大学に行かなくても授業に参加で

きることを最大のメリットとして感じたわけで

ある。次いでこうした3D－MUDの「新鮮さ」

や「非対面効果」を挙げた。「非対面効果」と

は教室のように直接対面することなしに授業が

行われることの効果で、教室での授業に比べて

集中できる、自由に話ができるといった点を指

表1　日韓大学学生を対象にした遠隔日本語・異文化理解教育のシラバス

回 月日 内容・講義形式 教材 参加者

1 10／14 日本語中心の授業 中級から学ぶ日本語読解 韓国12名

2 10／21 日本語中心の授業 中級から学ぶ日本語読解 韓国12名

3 10／28 日本語中心の授業 中級から学ぶ日本語読解 韓国12名

4 2／4 異文化理解に関する討論型授業 ニッポン人はなぜ？ 日韓各5名

5 2／11 異文化理解に関する討論型授業 ニッポン人はなぜ？ 日韓各5名

6 2／13 異文化理解に関する討論型授業 ニッポン人はなぜ？ 日韓各5名

表2　遠隔教育プログラムのスタッフ・参加者

日本語 異文化理解

コーディネート 森山 森山

教師 李（日本） 金（韓国）

学生 同徳女子大学3学年の来年度留学予定者

P2名（クラスをA、Bそれぞれ6名ずつ
ﾉ分班）

同徳女子大学3学年の来年度留学予定者

T名、お茶の水女子大学の学生5名（日

{人4、韓国人1）
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表3　遠隔教育に対する参加学生の反応

授業内容 参加者 よかった点 悪かった点

日本語 韓国側 ユビキタス性7

V鮮さ4
�ﾎ面効果4
投u性3
f像効果1
�ｬ性1

音声上の問題19

??繧ﾌ問題8
坙{人不参加2
Aバターの問題1
�ﾆ進行上の問題1

ｭ人数1
ﾙ張する1

異文化理解 韓国側 異文化理解効果8

投u性7
�ｬ性2
V鮮さ1

音声上の問題6

ﾙ張する3
Aバターの問題2
f像の不在1
�ﾆ進行上の問題1

異文化理解 日本側 遠隔性9

V鮮さ8
ﾙ文化理解効果6

�ｬ性4
�ﾎ面効果2
ｾ語教育への有効性1

音声上の問題7

�ﾎ面性5
�ﾆ進行上の問題5

Aバターの問題1

注）右の数字は感想を書いた延べ人数（同じ人が別の回の授業で再び同じ感想を書けば2と数える）

摘する学生が多かった。次いで「遠隔性」であ

るが、日本語の授業では先生だけが日本から参

加し、ほかは全部韓国からの参加であったため、

国をまたいで授業ができるという「遠隔性」は、

学生にはさほど感じられなかったようである。

また音声に依存する授業であるため、授業の重

要ポイントをまとめたスライドショーの「映像

効果」を挙げた参加者や、音声による授業なの

で討論時間が多く、その点（交流性）を指摘し

た参加者もいた。

　一方問題点としては、「音声上の問題」や「操

作上の問題」が圧倒的多数を占める。実際授業

中に「音声上の問題」が頻発していた。また「操

作上の問題」は特に自宅や自宅付近での参加者

の場合、何らかの「操作上の問題」が起きた場

合に、自分の力でその問題を解決しなければな

らないので、大きな問題となった。その他せっ

かくの遠隔授業に日本人が参加しないことへの

不満や、アバターの個性がないこと、授業進行

がスムーズでないこと、参加人数が少ないこと、

緊張することなどを挙げた参加者もいた。

2．3．2　異文化理解授業

　次に異文化の授業についての韓国側参加学生

の反応を見る。よかった点としてはまず「異文

化理解効果」と「遠隔性」を挙げている。「異

文化理解効果」とは日頃接することのできない

外国の学生と直接討論することにより、異文化

に対する理解が深まったというもので、国をま

たいで授業ができるという「遠隔性」と同時に、

異文化、または異文化理解というものが単なる

「知識」の次元ではなく、実際の交流の中で「コ

ミュニケーション」となり「個との接触」を伴っ

たものとなったということを意味しており、文

化に対する理解が「所産・知識としての文化」

から「相互作用に介在する文化」や「個として

の文化」へと高まっていることを示している。

　ここで「異文化理解効果」は異文化理解授業

の直接の目的でもあるので、その中身について

より詳細に見てみたい。韓国人学生の異文化理

解に関しては、単に「異文化について学べてよ

かった」というものから、「食生活全てが各々

の文化的要因による現象だということがわかっ
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た。そして私たちが当然なことと理解し、まっ

たく考えようとしなかったことを、考える有益

な時間となった。」、「この授業を受ける前まで

は日本の姓も韓国と同じと考えていた。（中略）

こうした文化について無関心だった。」とその

違いに改めて気づいたというもの、さらには「単

純にどこがよく、どこが悪いということを離れ、

お互いの文化を尊重しなければならない。」と

いったより深い気づきに達したものまであった。

　一方日本人学生にとって異文化理解は韓国文

化の理解を意味するが、「日韓の習慣や制度の

背景にあるものを今までそんなに深く考えたこ

とがなかったので勉強になった。」、「お互いの

文化について討論するのは興味深いのだと感じ

た。」といった興味や好奇心を感じたというも

のから、「韓国だけでなくほかの国の女子大生

と同じような授業をしてもおもしろいのではな

いか。」、「どんどん異なる点が見つかっていき、

非常に驚いた。」、「常識を疑うということを今

日ほど意識したことはこれまでなかった。」、さ

らに「文化を理解することと、相手の文化を受

け入れることに対する考え方も変わった。日本

人から見ると行儀が悪いと思われることに対す

る偏見が減った。」と、より異文化理解をより

広くまたは深いものへと発展させたものがあっ

た。

　日韓両学生の反応を見ると、こうした接触・

交流型授業は異文化にどう接するべきか、異文

化をどう理解すべきか、という「文化リテラ

シー」の必要性への気づきをもたらしていると

いう点で注目すべきである。「文化リテラシー」

の獲得は、取り扱うべき文化が「所産・知識と

しての文化」から「相互作用に介在する文化」

や「個としての文化」へと向かわなければなら

ない根拠であり、異文化理解教育の最終的な目

的である。学生たちがそうしたリテラシーの必

要性に気づいたということは、3D－MUDを用

いたこのような遠隔教育が異文化理解教育に有

効であるということを示している。

　また「交流性」とは長い時間話ができるとい

うものである。「新鮮さ」を挙げる学生が減っ

たが、最初に感じた3D－MUDに対する真新し

さは次第に感じなくなることを示している。

　以上のことから、3D－MUDは国をまたいで

授業や交流ができるという点、とりわけそれは

異文化理解や文化リテラシー教育にプラスの効

果をもたらすことがわかる。

　一方問題点としては、依然「音声上の問題」

が最も多かった。「操作上の問題」がなくなっ

たが、これは異文化理解の授業は全員（自宅で

はなく）大学のマルチメディア教室で実施した

ため、「操作上の問題」が生じなかったことに

よる。「音声上の問題」が少なくなったのもこ

れが原因であろう。このことは環境を整備する

ことで、3D．MUDの最大の問題である、音声

や操作の問題はある程度解決できることを示し

ている。

　そのほかの問題点としては、「緊張する」、「ア

バターの問題（個性がないなど）」、「映像の不

在」、「授業進行上の問題」がある。「緊張する」

は日本理解の授業が日本人との学生と日本語で

行われることから、日本語の授業に比べるとよ

り高度のコミュニケーション能力が要求される

ためであると考えられる。アバターに個性がな

い点は、次第にこのシステムになれてくると、

アバターが全員同じ顔、姿であり、そのことが

参加者に飽きや退屈さを感じさせるものと思わ

れる。また異文化理解やコミュニケーションに

は表情などのノンバーバルな反応なども重要な

要素となるため、アバターにそのようなノン

バーバルな反応を示す機能がないことが表面化

したものと思われる。「授業進行上の問題」で

は、テーマに多様性がない点を挙げた。

　次に日本側の参加学生の反応について見てみ

たい。よかった点としては、「遠隔性」、「新鮮

さ」、「異文化理解効果」、「交流性」の順に多い。
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韓国人に比べて「新鮮さ」が多いのは、日本側

学生の参加が今回初めてだったことによるもの

である。それ以外の点では韓国人学生の反応と

似ており、3D－MUDが異文化理解にプラスの

効果があることを示している。

　また数は少なかったが、「非対面効果」、「言

語教育への有効性」を挙げた学生もいた。「非

対面効果」とは相手の顔色を気にしなくていい

ので自由な会話を促進するというものや、教室

による授業では受身的な姿勢でも参加ができる

が、オンラインでの遠隔授業では、積極的にな

らざるをえないというものがあった。「言語教

育への有効性」は音声依存による授業であるの

で、そのことが言語教育にプラスであるという

ものである。

　問題点としてはやはり「音声上の問題」が最

も多かった。そのほか「非対面性」や「授業進

行上の問題」を挙げる学生も多かった。これは

教室での授業に比べてぎこちなかったり、うま

くコミュニケーションが図れないといったもの

で、韓国側の学生が日本語での会話というハン

ディの中で、なかなか反応が返せないことが、

非対面であるだけに日本側の参加者に対しては、

どのように対処すべきかわからないという反応

となったものと解される。

　また「授業進行上の問題」は、3D－MUDの

授業は日常の教室での授業とさまざまな点で異

なる点があり、3　D－MUDを利用した遠隔教育

のための教授法研究が必要なことを示唆してい

る（李・森山2004）。

2．3．3　まとめ

　参加者の感想文をもとに、3D－MUDを用い

て行われた日本語・異文化理解教育の長所や問

題点について概観した。日本語、異文化理解教

育双方に効果的な長所としては「ユビキタス性」、

「遠隔性」、「交流性」などを挙げることができ

る。「音声」を媒介としていることや自宅から

でもアクセスが可能といった「ユビキタス性」

はとりわけ日本語教育に有効であり、「遠隔性」

や「交流性」、すなわち国をまたいで直接に交

流が可能なことは異文化理解を深め、文化リテ

ラシー能力を育てることに効果があることがわ

かった。また教室授業とは異なり、仮想空間内

でアバターと音声によって授業が行われること

は、一部で集中力を高めたり、自由な討論を促

進したりすることもあることも明らかになった。

「新鮮さ」は最初のうちは学習を促進するが、

その効果は持続しないこともわかった。

　一方問題点としては、「音声上の問題」、「操

作上の問題」、「アバターの問題」、「授業進行上

の問題」、「緊張する」などが指摘された。最初

の3つは技術的な問題であり、技術的な進歩を

待てば近い将来解決されていくであろう。4つ

めの「授業進行上の問題」は仮想空間を用いた

遠隔教育に対し、教師のあるべき姿やどのよう

な準備が必要か、ふさわしい教授法は何であり、

いかなるシラバスデザインが必要かなど、今後

日本語教育研究が果たしていくべき課題である

と思われる。最後の問題は、参加する学生がこ

ういった新しい授業スタイルになれることで解

決されていくと思われる。

3．まとめ

　以上、3D－MUDを活用した日本語・異文化

理解授業の試みについて紹介し、学生たちの反

応をもとに、その長所・短所について考えてき

た。いうまでもなく、「外国語環境（海外にお

いて外国語を学ぶ環境）」においては生の日本

人・日本語・日本文化に触れる機会が得にくい

というハンディを抱えているが、3D－MUDは、

まず何よりも国境を越えての遠隔授業を可能に

し、こうしたハンディを日常的に克服する道を

拓いた点で、外国語教育及び異文化理解教育に

おいて画期的である。さらに異文化理解教育に
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おいては、その国の人と接触の機会を得、文化

について直接討論することでより深い理解への

道が開かれること、さらに直接のコミュニケー

ションの場が得られるということは「所産・知

識としての文化」から「相互作用に介在する文

化」や「個としての文化」のほうに関心を向け

させること、それは最終的に文化リテラシー教

育に役立つこと、などの効果が期待できる。し

かしその反面、現在の3D－MUDで実現できる

擬i似的環境は、ノンバーバルなコミュニケー

ションができないなど、まだまだ現実のものと

は程遠く、「相互作用に介在する文化」や「個

としての文化」を再現し、理解するッールとし

ては解決すべき課題を残していることも事実で

あろう。しかしながらこうした技術的な問題点

は急速な技術革新の中で時が解決してくれるで

あろうし、そうなれば、3D－MUDなどのIT

活用は、近い将来に、文化を取り入れた日本語

教育や異文化理解教育に多大な貢献をなすと期

待することができるであろう。
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〈資料〉参加学生の感想

◆よかった点（韓国人、日本語）

【ユビキタス性】

・家でも授業に参加できる。

・学校に行かなくても、好きな場所で授業に参加で

　きるので、負担がない。

・学校へ行かなくて、PC上で授業ができる。

・友達とPC内で集まって授業ができるのでおもし

　ろい。

・家で一人で参加するので集中できる。

・家でできるからいい。

・学院で学んでいるようだった。

【新鮮さ】

・新鮮でおもしろかった。

・変わった授業なのでおもしろい。

・初めての経験だからおもしろかった。

・授業はおもしろかった。

【非対面効果】

・音声中心の授業のため、集中できる。

・顔を見ないので自由に話ができる。

・緊張する半面集中できる。

・一 lで参加するので集中できる。

【遠隔性】

・韓日を結んで授業が行われることが不思議な感じ

　でおもしろい。

・空間に制約がない。

・遠隔でも同じ教室で授業ができる。

【映像効果】

・黒板の役割のスライドショーが見やすかった。

【交流性】

・討論形式で授業ができて話す機会が多くよかった。

◆悪かった点（韓国人、日本語）

【音声上の問題】

・自分の声が相手に聞こえないことがあった。

・前の音声がずっと後で聞こえる、音が途切れるな

　ど音の問題があり、不便だった。

・雑音が多い。

・先生の声が聞こえたり聞こえなかったりした。
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・先生の声が途切れ、友達の声も小さい。

・マイクの問題で一言も話せなかった。

・遠隔授業のため、声がよく聞こえなかったり、逆

に声が大きすぎたりする場合があった。

・途中で聞こえなくなることがあった（再ログイン

で解決）。

・PC房で参加したが、6つめのPCでようやく音

声が聞こえた。

・先生の音声があまりよく聞こえなくて不安な気持

ちや緊張があった、話す時に震えた。

・音声が大きかったり小さかったり音量調節に手間

がかかる。

・もう少し音がよければいい。

・声がよく聞こえない。前の発言と重なって聞こえ

ることがある。

・音が途切れる。

・マイクの調子が悪く話ができず、先生の声と学生

の声が重なって聞こえる。

・ヘッドホン故障で前半授業に参加できず。

・対面して授業が行われていないので、音声がよく

聞こえない場合授業に支障が大。

・音だけで行われる授業のため、表情などで伝える

ことができないで不便。

・声だけで授業が進むので、音が悪いと授業進行に

支障がある。

【操作上の問題】

・家で設置しようとしてできず、大学で参加した。

・PCによってうまく作動しない場合がある。

・IDを入力しても入れないことがあった。

・操作の問題などで授業開始が遅れた。

・F12でないキーを押し、音が出なかった。

・途中突然状態がおかしくなり、再ログインした。

・インストールがうまくいかなかった。

・ログインがうまくいかず苦労した。

【日本人不参加】

・日本人も加わったらいい。

・日本の学生が加わればもっとおもしろいだろう。

【アバターの問題】

・アバターに個性がない。

【授業進行上の問題】

・流れがスムーズでない。

【少人数】

・参加者が少なかった。

【緊張する】

・緊張する半面集中できる。

◆よかった点（韓国人・異文化理解）

【異文化理解効果】

・普段知りたかった日本文化について学べて良かっ

た。

・やはり日本と韓国の食生活について両国の学生が

話しをすることにより、お互いの文化についてよ

り深く知ることができたし、今までわからなかっ

たこともわかるようになった。

・食事のとき、日本人は乞食のように食べ、韓国で

は犬のように食べると、ただこれといった理由も

なく、お互いの違いだけを指摘し、よくない視線

でながめるものだと思っていたが、このような食

習慣すべてが各々の文化的要因による現象という

ことがわかった。そして、わたしたちが当然なこ

とと理解し、全く考えようともしなかったことを、

考える有益な時間になった。

・この授業を受ける前までは、その文化が作られた

理由について考えず、また、考えようともしなかっ

たような気がする。ただ、異なるものに対して異

質感を感じ、日本の人が韓国人に対して犬のよう

に食べると話しているのを聞くと、「そういうあ

なたたちは乞食のように食べているじゃな
い！！！」と反応するだけで、食文化がなぜ異な

るのかについて、知りたいとは思わなかった。

・授業を通して、日本人がお茶碗を手に持ち、箸を

使ってご飯を食べる理由と韓国がお茶碗を置いて

頭を下げて食べる理由をきちんと知ることができ

たし、日本と韓国だけではない、また食文化に限

らず、すべての文化に接するとき、単純にわたし

たちと違うという理由だけで、偏見の目でみず、

なぜそのような文化と習慣が生まれたのかについ

て心を開き、これからは知らなくてはいけないと

思った。

・日本と韓国は地理的に近く、さまざまなところが

似ているので、この授業を受ける前は、姓も韓国

　と同じだと思っていた。日本語は2年以上学習し

ているので、その過程で当然知るチャンスがあっ

たと思うが、こうした文化について、私自身、関

　心をもっていなかったように思う。

・お互いそれぞれ長所、短所はあると思うが、結局、

　日本人は日本のスタイルがよく、私たち韓国人は

韓国のスタイルがよいというように、それぞれの

文化には相対性があるので、こうした文化が突然

　変わるということは容易なことではなく、そのス

　タイルが守られるべきものだと思った。

・すべてにそれぞれの妥当性をもち、すでに人の考

　え方までもが染み込んだ文化であるため、単純に

　どこが良く、どこが悪いということを離れ、お互

　いの文化を尊重しなければならないと思った。

【遠隔性】

・遠隔地にいる日本人の学生とサイバー上で直接話

　せて良かった。
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・やはり地理的に離れ、異なった空間にいる者同士

がサイバー上で集まり、話を交わせたことが良

かった。

・いつか感想文に、日本人の友達と一緒に授業をし

たいと書いたが、実際、日本人のお友達とするこ

　とになり、どきどきした。

・遠隔地にいる日本人の学生と直接話が出来て良

かった。

・上手にしゃべれる、しゃべれないは別として、遠

隔地にいる日本人の学生とサイバー空間上で出会

い、そこで意見交換が出来たことは実に良かった。

・日本人の学生と1対1で話せる時間があったが、

それが非常に良かった。

・今回の授業は日本人のお友達を作れる絶好のチャ

ンスだと思った。もっと頑張ればよかったと後悔

　している。

【交流性】

・長時間話をすることができたので、嬉しかった。

・個人的に、この授業がこれからもずっと続けば良

いと思った。また、授業中討論をする時間がもっ

と与えられれば。

・つまり、授業時間がもっと長ければ、という思い

だけが残る。

・二次元で、深い内容のテーマについて長時間、話

せたことがやはりよかった。

【新鮮さ】

・今日も緊張したし、それなりに大変だったが、そ

のせいか依然として、授業は新鮮で、楽しかった。

◆悪かった点（韓国人・異文化理解）

【音声上の問題】

・マイクの調子がおかしく、時々途切れたりして聞

　こえないときもあった。

・時々、人の声が響いて聞こえたりすることはあっ

　たが、授業中これといって大きな問題はなかった。

・時々、日本側のマイクの調子が悪かった。

・マイクや音声の問題が解決されることを望む。

・マイクの調子がよくなかったので、日本側の学生

　の声がよく聞こえないときがあった。

・今回もある学生のマイクの調子がよくなかったが、

　それ以外は問題はなかった。

【緊張する】

・今週の授業は教材なしの討論形式で進められたの

　で、授業中ずっと緊張して、ちゃんと話せなかっ

　た。話したいことはあるのに、いざ話すとなると

体が固まってしまって、思うようにしゃべれな

　かった。できるだけ早くこうした状況から抜け出

　したいという思いだけが…

・その間、勉強不足で、思ったことをすぐに言葉で

表現することができなかった。今となっては後悔

だけが残る。

・今日も緊張したし、それなりに大変だった。

【アバターの問題】

・アバターの顔がみな同じなのでつまらない。表情

がほしい。できればアバターの顔を選択できるよ

　うにしてほしい。

・（アバターが）みな同じ顔をしているので、ちょっ

と退屈。

【映像の不在】

・映像資料を活用しても良いのでは。

【授業進行上の問題】

・「食文化」も良いテーマではあるが、これからは

様々なテーマで討論が出来ることを望む。また、

こうした授業が継続的に行われたら良いと思う。

◆よかった点（日本・異文化理解）

【遠隔性】

・日本と韓国という離れた地を直接オンライン上で

　結びつけ、話し合いなどができる点が、やはり実

　際に体験してみた上で非常に感激した。

・韓国に暮らし、韓国の文化に生きる人達の生の声

　を直接聞けると言うのも非常に魅力的だった。

・リアルタイムで遠隔地の人と話ができたことと、

　いる国が本当に違うからこそ、リアルな話が聞け

　たと思う。

・近くにいる感じでよかったし、授業でやりとりが

　できたし、私が参加できたからおもしろかった。

・韓国の学生とマンツーマンで文化について話し合

　う機会はなかなか設けたいと思ってもできないの

　が現実なのでそういったチャンスを気軽に作れる

　という点で有意義だと思った。

・外国の学生数人と、また先生と、話し合いができ

　るのはとてもよかったと思う。

・日本にいながらにして国際文化交流が気軽に出来

　るのが最大の魅力だと思う。

・また、声を使うとその時に考えたことがリアルタ

　イムでダイレクトに返ってくるのでとても新鮮な

　意見を聞くことが出来た点がよかった。

・違う国の同じような世代の女の子の声が生で聴け

　たことがよかった。

【新鮮さ】

・あまりできない貴重な経験だった。

・3D授業は始めてだったから新鮮だった。

・試みとしては大変おもしろく興味深いものだった。

・いい経験ができたと思います。森山先生、本当に

　ありがとうございました＾＾

・普通の授業とは違う授業の方法だったから、新鮮

　だったし、おもしろかった。
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・他にも直接聞いてみたいことはたくさんあるので

また、こういう機会があったならば是非参加した

い！貴重な経験をありがとうございました。

【異文化理解効果】

・最初は日本と韓国は近い国なのでそこまで決定的

な違いは無いだろうと思い特に言うことが見つか

らなかったが話してみるうちに、どんどん異なる

点が見つかっていき、非常に驚いた。

・「常識を疑う」ということを今日ほど強く意識し

たことはこれまでなかった。

・個人的には韓国の文化についての理解がかなり深

まったと思う。また文化を理解するということ、

相手の文化を受け入れるということに対する考え

方も変わった。立て膝や犬食いなど、日本人から

みると行儀が悪いと思われることに対する偏見が

減ったと思う。私の周囲にもその文化的意味を説

明していきたと思う。ただ、食べ物をスプーンで

全てかき混ぜてから食べる食べ方、それは今でも

あまりいい印象を受けない。かき混ぜる物、混ぜ

ご飯などをそうして食べるのは分かるが、何でも

かき混ぜている気がして気になる。その点を話し

合ってみたい。

・韓国と日本の習慣や制度の背景にあるものを今ま

でそんなに深くは考えたことがなかったので勉強

　になった。

・韓国だけではなくて、別の国の女子大生と同じよ

　うな授業をしてもおもしろいのではないかと思う。

・日本の文化と韓国の文化を深く考えて見たいい経

験だった。普通はただ違う文化だと思って終わっ

たのが、その理由まで考えみたし、聞いていたか

　ら、ああ～そうなんだと思った。

・お互いの文化について討論するのはすごく興味深

　いのだとかんじた。

　また、機会があったら、いろんなことについて話

　してみたいと思った！

【交流性】

・実際の授業よりいきいきした授業で実質的な情報

　をやりとりするから、退屈じゃなかった。

・ペアで話すと、お互いに生き生き話し始めるなあ、

　ということを感じた。先生の前では硬い話し方を

　しなければいけないし、テーマに対する本音とい

　うものも学生同士で二人だけで話す環境のほうが

　出やすかった。

・時間の関係もあったのだろうが、またペアで話せ

　たらよかったのに、と思った。

・最後に交流ができたのが楽しかった！

【非対面効果】

・顔が見えないので、日本人でも相手の顔色を気に

　しない分、自分の言いたいことが言いやすかった。

・普通の授業では受身でも乗り切る（？）ことがで

きますがオンライン授業だとこうはいかないと強

　く感じた。積極的な授業参加を促す上で効果があ

ると思う。

【言語教育への有効性】

・音声を使って交流できるので、言葉を教える際に

も有効だと思、う。

◆悪かった点（日本・異文化理解）

【音声上の問題】

・韓国側の声が少々聞き取りづらかった。日本側の

　マイクの声は問題なく聞こえた。

・例えば今日のように2グループに分かれてディス

　カッションを行う時、日本側の学生があまりに近

　くにいすぎるとヘッドホンの声以上に日本側の声

　ばかりが聞こえてしまい肝心の韓国側の声が聞き

　取りづらくなってしまうことがあった。

・時々声が聞こえなかったり雑音が聞こえたりした。

・音が聞こえてくるまでに時間があるので同時に話

　してしまうことがあった。

・マイクをいくつ交換してもうまくいかず、ヘッド

　ホンから声は聞こえても私の声は聞こえないまま

　だった。

・私はありませんでしたが、一緒にいた田中さんの

　マイクが全く機能せず授業の3分の1を参加でき

　ない状態で過ごしていた。

・機械の限界だと思いますが、向こうの声が遅く聞

　こえたから、日本のチームが話す時と音声が合わ

　せて聞こえて何を話しているかわからなかった。

【非対面性】

・ただ、表情が見えず、黙りこくってしまうとどう

　したらいいのかわからなくなってしまうのが難点

　だと思った。何も喋らなければ、存在が消えてし

　まうも同然となってしまうので…

・音声のみだったため、実際に顔を見てコミュニ

　ケーションをとる時よりはぎこちなくなってし

　まった。

・韓国の学生と二人で話し合った際、「なぜ韓国で

　は結婚後も名字が変わらないのですか？」と聞い

　たところ、「分かりません。昔からそうだから。」

　と言われてしまい少し困った。日本語を使って伝

　えるのは難しいのだろうと思ったが、普段の会話

　ならこちらから質問して聞き出そうとするが、こ

　ちらの表情が相手に見えないのであまり次々に質

　問することもできず（怖がられてしまうと困るの

　で）、その話題については会話がとぎれてしまっ

　た。

・語学的な問題で一対一の会話が止まってしまった

　時に、顔を見て話したら、どの言葉がわからなかっ
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たというのがこちらもわかったかな？という気が

する。

・通信機能の調子が悪くなると会話が出来なくなる

と言う点と、相手の表情が見えないのでどういう

ニュアンスで言っているのか普通の会話より伝わ

　りづらい。

【授業進行上の問題】

・また、先生一人の一方的な授業じゃなくてやりと

　りができたからよかった。

・授業中に考えるから質問してくださいっていって

もみんな何かその場で考えなきゃならないから、

何も言わない時間もちょっとあった。

・将来的にもっと改善されスムーズになればかなり

有効なのではないか。

・次の授業の討論の主題を予め知ったら、話すのに

もっと役に立つのではないかと思った。

・時間が足りなかったので詳しい話、十分な話はで

きなかったがお互いの国の「常識」についてもっ

としっかり説明し合う時間があれば、と思った。

【アバターの問題】

・アバターも、なかなか「人」という風に感じるこ

　とができないので…。
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